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秋田県農業委員会女性協議会 

１．秋田県農業委員会女性協議会第１３回総会・平成３０年度秋田県農業委員会女性協議

会研修会を開催

平成３０年６月２１日（木）大仙市 奥羽山

荘にて、会員等２９名出席のもと「秋田県農業

委員会女性協議会第１３回総会」を開催しまし

た。総会では、「平成２９年度事業報告及び収

支決算の承認について」、「平成３０年度収支予

算の補正について」の２つの議案が提出され、

両議案ともに承認されました。 

また、２１日（木）の総会後から２２日（金）

の午前中にかけて、「平成３０年度秋田県農業

委員会女性協議会研修会」を開催しました。 

２１日は、（株）秋田今野商店の麹菌と乳酸

菌の施設見学、同社代表取締役社長の今野 宏

氏より、日本の食文化と酵母や微生物の関わり

について講演いただいたほか、当協議会副会長 

山田貞子さんの農場を訪れ、菌床椎茸やトルコ

ギキョウの栽培を行うハウスを視察しました。 

２２日（金）は、群馬県立女子大学 教授 佐々

木 尚毅氏より「今後の社会情勢と農業委員と

しての女性の活躍」と題して、高齢化や少子化

から起こる地域衰退へと立ち向かうための、必

要な取り組みについて講演いただきました。

第１３回総会の様子 

麹菌の説明を行う今野 宏 氏 

乳酸菌培養エリアの視察風景 
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研修会の出席者からは、「麹菌や乳酸菌の施

設を視察できて新鮮だった。講演の中で紹介の

あった菌が営農のヒントになりそう。」「山田さ

んの農場見学から、農場管理や売り先の情報を

聞けて参考になった。」「行政主導の地域作りで

はなく、地域住民による地域作りに転換してい

く発想と行動が大切だと思う。農業委員として

頑張りたい。」などの意見、感想があり、大変有

意義な時間となりました。 

２．女性農業委員・女性農地利用最適化推進委員のペンリレー 

～ 執者 仙北市農業委員会 農業委員 小田嶋 比左子 さん ～ 

農業とは全く関わりのなかった私が、桧木内で起ち上げた産地

直売所に入会したのは、７年前のことです。そこで農業に従事す

る方々に出会い、作り手と買い手について、直接考える機会を与

えてもらいました。 

地域の活性化を目指して始めた直売所でしたが、最近は地域の

衰退を身にしみて感じています。また会員の減少に伴い、需要と

供給のバランスが難しくなった現実に直面し苦慮しています。お

客様は、季節毎の野菜・山菜・きのこ等を喜んで求めてくれます

。そういう方々との触れ合いに励まされることもあるのですが・

・・。

菌床椎茸のハウス内部 山田さんの説明に耳を傾ける出席者 
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数年前、待っているだけではお客様が増えない状況に、それなら｢こっちから出向いて開拓する

しかない｣と始めた、角館での個別販売は一年ごとに輪が広がりました。｢美味しかったよ｣｢来週

も待ってるね｣等々、沢山の有難い言葉と笑顔には、本当に励まされ、頑張ろうという力も与えて

もらいました。作り手と買い手の信頼関係がどれ程大切なことなのか、ということも合わせて学

ばせてもらう場所にもなりました。 

還暦を過ぎて、農業委員という未知の仕事に飛び込むことに対する不安は、非常に大きなもの

でしたが、毎月の定例会で農業に真剣に取組んでいる委員の皆さんの活躍ぶり、更に近隣の農家

の方々に対する気配り、心配りに心を打たれることも多々あります。 

非農家である私も消費者の立場から、微力

ながら農業に携わることが出来ているのでは

ないかと思えるようになりました。 

近年、異常気象による作物の被害が全国的

に多くなっています。昨年は、野菜の高騰が

続いたことにより、消費者も大変な苦労を強

いられました。農家の皆様にとっては、高齢

化、自然災害、農業政策の改正等々、深刻な

問題が沢山あることと思いますが、野菜やお

米の収穫時には皆さんの笑顔に出会えること

を折りに望んでいます。 

～ 執者 男鹿市農業委員会 農業委員 目黒 千衣子 さん ～

農業委員になって二年目です。男女共同参画の時代に恥ずか

しい話ですが、農業委員は男の世界と思い、興味も関心もなかっ

た私が周囲の勧めもあり、農業委員に応募しました。本市では、

女性農業委員はもう一人選任されました。私は、農業委員の辞令

をいただいた当初、右も左もわからず大変なことになったと緊

張と不安でいっぱいでした。 

そんな時、秋田県農業委員会女性協議会の総会・研修会に出席

し、高橋会長さんの優しい笑顔、「お疲れ様」という一言にホッ

と心が和んだことが印象に残っています。しかし、会が始まると

一瞬で、私に農業委員が務まるのかと心配になり、緊張してしまったことを覚えています。今でも、農

家の方から相談を持ちかけられた時には、瞬間に緊張してしまいます。 

我が家は稲作中心の専業農家で、主人と二人で経営しております。水田の土質は粘土質が中心で、お

米は美味しいですが、農作業が大変な時もあります。こんな中で我が家は、稲作のほかに野菜・加工品

・漬物を直売所にて販売しています。お客様に「おいしかった」と言われ、商品が完売する事を嬉しく

思い、また頑張ろうと励まされています。そんな時は、どんな時でも喜びを感じて進んでいこうと思う

ことができます。 

先輩農業委員とともに農地パトロールに取り組

む小田嶋さん 
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私の居住する地区は、土地改良区がないため基盤整備されていない不整形な水田が多く、農道も狭

いため、農業機械の大型化も制限を受け、畦畔の法面の草刈りにも多くの労力が必要です。転作は自己

保全管理が中心でしたが、数年前からは転作にカウントされる加工米等に取り組み、耕作可能な水田

は出来るだけ作付けするよう地域で頑張ってきました。しかし、農家の高齢化が進んでおり、後継者も

少なく、小作を頼む事もだんだん厳しくなっているのが現状です。しかし、このような問題をクリアし

ながら、農地利用の最適化のため先輩の指導や地域の女性農業者の意見を取り入れ、農業委員の仕事

を頑張って行こうと思っています。 

３.平成３０年度東北・北海道ブロック女性農業委員・農地利用最適化推進委員研修会の

開催

平成３０年７月３日（火）福島県福島市ホテ

ル辰巳屋にて「平成３０年度東北・北海道ブロ

ック女性農業委員・農地利用最適化推進委員研

修会」が開催され、当協議会からは２０名が出

席しました。 

 研修会では、福島県で地域おこしマイスター

として活躍する、(有)オールドアウルス代表取

締役の吞田理美子（のみた りみこ）氏が、自身

の英国留学や京王プラザホテルにて秘書を務

めた経験談を交えながら、「ペンション経営か

ら見た農村への誘客」と題して講演を行いまし

た。講演では、「農産物は、作り方という視点か

ら食べられ方という視点で見直してみること

も大切」、「女性は話すことは得意。感情優先で

はなく、整理して話す部分を磨いてみる事も大

切」という話があり、「何事も多面的に見直す

ことでいいアイデアが生まれる」と講演を締め

くくりました。 

 また、流通や６次化商品開発を通じた地域資

源の利活用から、地域作りへと取り組む、株式

会社陽と人（ひとびと）代表取締役の小林味愛

（こばやし みあい）氏による「地域資源の価

値化による地域活性化」と題した講演が行われ

ました。 

出席者からは日頃抱える疑問について、多数

の質問が挙がりました。リンゴ農家の方からは

、「規格外製品を加工したい。小林さんなら、ど

ういう手順で進める？」と質問が挙がると、小

林さんは「私なら、『自分で作ってみる→パテ

ィシエ等のレシピ化できる人にレシピ化して

もらう→大量生産できる加工場を探す』という

手順で進める」と回答し、活発な質疑応答が展

開されていました。

講演を聞く秋田県からの出席者の様子 

～あとがき～ 

早いもので、にかほ市と井川町では平成３１年４月から新体制移行後２期目へと突入します。各委員が

担当する地区において、「農地利用の最適化活動」への、地域に根ざしたより一層の取り組みをお願いい

たします。 

編集・発行：秋田県農業委員会女性協議会（事務局：一般社団法人秋田県農業会議） 
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